
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

予測困難な時代を、ともにたくましく ～２学期の終わりに寄せて 

校長 小野島 晶 
 

夏から秋・冬と駆け抜けた２学期が本日で終わりました。子供たちは、日々の教育活動を

とおして、着実に成長の跡を見せてくれました。保護者・地域の皆様には、多大なるご理解

と温かい応援に、心より感謝申し上げます。本当に、ありがとうございました。 
 

◇「予測困難な社会」を実感した学期 

 今年の漢字「熊」が表すように、今学期は学校を取り巻く様々な危機と向き合う日々で  

した。夏休み直後の津波警報・避難行動に始まり、猛暑、インフルエンザによる学級閉鎖、   

連日の熊出没への警戒・対応、そして先日来の複数回の地震発生。これらに加え、物価高騰

などの社会情勢も含め、以前では考えられなかった事態が次々と起こりました。まさに  

今、私たちは「予測困難な社会」の渦中にいるのだと痛感することとなりました。 
 

◇学びの深まりと「多様な他者」との関わり 

こうした厳しい状況下でも、子供たちは切磋琢磨し、集団としての質を高めてきました。

一つは、3 年生以上で導入している学年内教科担任制の取組により、多くの教職員が子供 

たちを見守る体制が整いました。その結果、不要なトラブルも昨年度より減少しています。 

また、今学期は特に「つなぐ」活動を充実させ、隣接する学年間の交流を重視しました。 

6 年→5 年：修学旅行の報告会 

5 年→4 年：宿泊学習の報告会 

4 年→3 年：アイヌ文化学習の伝達・報告会 ※３学期 

3 年→2 年：３年生のひみつ（３年生になったらどんな学習が始まるか 等）※３学期 

2 年→1 年：お店屋さん（おもちゃ・ゲーム等）への招待、お店探検発表会 

上の学年が「モデル」を示し、下の学年が「見通し」をもつ。このサイクルは、不確実な

社会で必要となる「主体的に動く力」を育む手立ての一つです。将来的には、こうした   

「伝える姿」を保護者の皆様にもご覧いただける機会を設けていきたいと考えています。 
 

◇冬休みは心身のエネルギー補充を 

明日から、冬休みが始まります。猛暑の影響による夏休み増加のため、例年より短い期間

となりますが、子供たちには終業式で恒例の二つを話しました。 

①「この１年を自分なりに締めくくる」  ②「元旦に、新年の目標を立てる」 

年末年始はぜひ、ご家族の団らんを大切に、子供たちの心身のエネルギーを十分に補充し

てあげてください。来たる年が、皆様にとって希望に満ちた豊かな１年となりますことを 

お祈り申し上げます。どうぞ、よいお年をお迎えください。 

学校の教育目標 

○思いやりのある子 

○深く考える子 

○からだを鍛える子 とんけし 
富岸小学校 学校だより №1１ 令和７年１２月２５日 

ホームページ http://www.noboribetsu.ed.jp/~tn_info/ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

１月の行事   

４日（日） ノーゲームデー １９日（月） ６年生６時間授業 清掃開始 

８日（木） 図書室開放 １０時～１２時 １３時～１４時 ２１日（水） 鬼っ子算数教室 

１０日（土） 登別明日中等教育学校選考検査日 ２３日（金） Ｂ日課５時間授業 漢字検定 

１２日（月） 成人の日 ２４日（土） 読書感想文コンクール表彰式 

１３日（火） Ｂ日課５時間授業 ２６日（月） 児童活動日 図書貸出開始 

 ３学期始業式 冬休み図書返却（～23 日） ２７日（火） こぐま号１・３・５年（中休み） 

１４日（水） こぐま号２・４・６年（中休み） ２８日（水） Ｂ日課５時間授業  

１５日（木） 清掃オリエンテーション  こぐま号２・４・６年（昼休み） 

１８日（日） ノーゲームデー ３０日（金） 全校弁当日 ４年生人権教室 

冬季休業 １２月２６日（金）～１月１２日（月） 

読書感想文コンクール 受賞おめでとうございます！ 
今年度は、富岸小学校から５名の児童がコンクールで

受賞いたしました。さらには、本校から２年連続で代表
朗読者が選出されました。なお、コンクール表彰式は１
月２４日（土）１４時から市民会館で行われます。 
 
代表朗読 ６年 木田 柚茉里さん 
 「ぼくの色、見つけた！」を読んで 
受賞   ６年 佐藤 圭悟 さん 
 １００年後の水を守る～水ジャーナリストの２０年～ 
受賞   ５年 萩原 雄飛 さん 
 大谷翔平８６のメッセージ 
受賞   ４年 大野 俊太朗 さん 
 伊達政宗を読んで 
受賞   ４年 平岡 晴大 さん 
 鬼滅の刃無限列車編 

緊急対応時の下校は４種類 
 先日の津波や熊出没対応の
際に、緊急対応時の下校体制 
についてお伝えしました。 

今後の緊急対応時の下校に
ついて、再度掲載いたします。
（上記ほど緊急度は高いです） 
 
ア．引き渡し下校 
・保護者に引き渡すほど重大 
 なケース 
イ．集団下校 
・教員引率で集団下校 
ウ．コース別下校 
・通学路コースごとに 

まとまって下校 
エ．一斉下校 
・全校児童で同じ時間に下校 

自殺・不登校・いじめ・ヤングケアラー支援に関する相談窓口 
 

「自殺対策白書」でも指摘されているとおり、１８歳以下の自殺は、学校の長期休業明
けにかけて急増する傾向があります。不登校については、不登校傾向にあるお子さんも含
め、担任との面談やスクールカウンセラーの活用等を行い、登校に向けた取組を続けてお
ります。いじめについては、１１月末段階で８３件を認知しており、いじめの芽は至る所
にあるとの認識で解決まで丁寧に対応しております。ヤングケアラー支援についても、ケ
アを担う子供を早期に把握し、関係機関で支える必要があるとの認識のもと、子供やご家
庭の様子を常に気にかけております。 

こうしたことに悩みや不安がありましたら、いつでも学校にご相談いただくとともに、
必要に応じて、下の相談窓口をご活用ください。 

 
○登別市こども家庭センター   ８５－６６７７ 
○室蘭児童相談所        ４４－４１５２ 
○北海道子ども相談支援センター ０１２０－３８８２－５６     

mail アドレス sodan-center@hokkaido-c.ed.jp 

冬休み中の連絡について 
 
○冬休み中の学校からの連絡は、基本的にさくら連絡網でお知らせします。 
○保護者の皆様や地域の皆様からの連絡方法は以下のとおりです。 

・平日（08：00～16：30）は 学校【８６－６３０３】 
・休日・平日時間外（16：30～08：00） 
・学校閉庁日の期間は 市役所【８５－２１１１】 
 ※12/27～1/4 は、年末年始休業のため、市教委宛てにお電話いただいても 

自動音声案内となります。 

学校閉庁日は、 12 月 27 日（土）～1 月 4 日（日） となっています。 


